
 かごしまジェンダー平等推進プロジェクト事業企画・運営業務委託仕様書 

 
１ 委託業務名 

かごしまジェンダー平等推進プロジェクト事業企画・運営業務委託 

 

２ 事業目的 

県民一人ひとりが個性と能力を十分発揮できる，ジェンダー平等で，持続可能な活力

ある鹿児島を目指して，ジェンダーギャップの解消につながる普及啓発を実施し，職場，

家庭，地域，学校等におけるジェンダーギャップの解消に向けた県民の気づきと行動変

容を図る。 

 

３ 履行期限 

  令和６年３月 29 日（金） 

 

４ 委託費 

  5,889,000 円（消費税及び地方消費税を含む）を上限とする。 

 

５ 事業内容 

(1) イベントの開催 

ア 対象 
若者から高齢者まで，様々な世代を対象とする。 
特に，以下のような方々の参加を促すようなものとする。 

・ これまでジェンダー平等や男女共同参画に関心の低かった地域住民の方 
・ 10 代～30 代の方 

イ 目的 

世代間の語り合いを通じて地域におけるジェンダー平等への理解を深め，参加者

に具体的な行動を促すためのイベントを県内３箇所で開催する。 

ウ 内容 

① 講演等 

一般的な講演に限定せず，例えばジェンダーに関連のある落語など，ジェンダ

ー平等や男女共同参画に関心の低い層が興味を持ち，考えるきっかけとなるよう

な内容とする。 

② 事例発表 

企業や地域等におけるジェンダー平等に向けた取組の事例発表を行う。（事例

発表者は，かごしまジェンダー平等推進プロジェクトチームメンバー（以下「PT

メンバー」という。）から選定する。）（「PT メンバー」は別紙１のとおり） 

③ ワークショップ 

身近に感じる違和感や課題をもとに，ジェンダーギャップ解消のために一人ひ

とりができるアクションについて，世代を超えて検討・意見交換を行うワークシ

ョップを実施する。（コーディネーターは，かごしまジェンダー平等推進プロジ

ェクトチームスーパーバイザー及びアドバイザー（以下「PT スーパーバイザー等」

という。）とする。）（「PT スーパーバイザー等」は別紙１のとおり） 

④ 展示 

かごしまジェンダー平等推進プロジェクト事業（以下「プロジェクト事業」と

いう。）の取組を紹介するパネル展示や動画の放映，かごしまジェンダー平等推

進のシンボルデザイン（別紙２のとおり）や旗の掲出等を行う。（写真及び動画

データ，旗は県が提供する。） 

⑤ その他 

参加者には，５(2)イ②で示すノベルティグッズを配布することとする。 



エ 開催地域，回数，時間 

県内３箇所（北薩地域，大隅地域，奄美大島）で１回ずつ，１回あたり３～４時

間程度 

オ 参加方式 

対面 

カ 参加者数 

各回 50 人程度とする。（提案内容による増減は可） 

なお，参加者募集に当たっては，ポスター・チラシの作成のほか，様々な世代か

ら多くの参加者を呼びこむための広報や仕掛けを行うこととする。 

キ 会場 

参加者の利便性を踏まえた会議室やホール等を選定すること。また，５(1)ウ④

の展示ができるスペースが確保できる会場とすること。 

ク 参加料 

無料とする。 

ケ 開催時期 

すべてのイベントは，令和６年１月 31 日（水）までに開催することとする。 

 

(2) 普及啓発 

ア 目的 

ジェンダー平等の意義や重要性を県民へ分かりやすく伝えるため，動画による広

報を実施する。併せて，県民一人ひとりのジェンダー平等に向けた気運醸成が図ら

れるよう，県が実施するイベントや取組等で活用できるジェンダー平等の周知のた

めのノベルティグッズを作成する。 

イ 内容 

① SNS 広告を通じた広報 

・ 令和４年度に鹿児島県が作成したジェンダー平等推進に関する啓発動画（動

画データ掲載 URL：https://www.gender-e.pref.kagoshima.jp/topics/2092/）

を活用し，SNS 広告を通じた広報を実施する。（動画データは県が提供する。） 

・ 性別や年齢を問わず，幅広い県民が目にすることができるよう工夫すること。 

② ノベルティグッズの作成 

・ 鹿児島県ジェンダー平等推進のシンボルデザイン（別紙２のとおり）を使用

したノベルティグッズを作成する。（約 200 円×1,500 個程度（５(1)ウ⑤の配

布分や，５(3)イ③の送付分，５(4)ウ⑤の配布分も含む。）） 

・ 鹿児島県ジェンダー平等推進のシンボルデザインの使用取扱規定及び使用マ

ニュアル（別紙３のとおり）に基づいて作成することとする。 

・  「 か ご し ま ジ ェ ン ダ ー 平 等 推 進 ポ ー タ ル サ イ ト 」 （ URL: 

https://www.gender-e.pref.kagoshima.jp）の周知に繋がるよう，ノベルティ

グッズ本体又はパッケージに同サイトの QR コード又は検索ワードを記載した

検索窓を掲載することとする。 

・ ノベルティグッズは，日常的に使用できるものとする。（例：ウェットティ

ッシュ，クリアファイル等） 

ウ 実施時期 

・ 「① SNS 広告を通じた広報」については，業務委託契約締結後速やかに着手

し，期間限定的な配信とするのではなく，委託期間を通じて配信を行うよう努め

ることとする。 

・ 「② ノベルティグッズの作成」については，５(1)のイベントで配布できる

よう作成することとする。 

 

https://www.gender-e.pref.kagoshima.jp/topics/2092/
https://www.gender-e.pref.kagoshima.jp


(3) 「ジェンダーギャップ解消のための私の行動宣言」の募集 

ア 目的 

県民のジェンダーギャップ解消に向けた気運醸成を図るため，「かごしまジェン

ダー平等推進宣言」（以下，「推進宣言」という。）（別紙４のとおり）に賛同し

た県民から，自らが考えるジェンダーギャップ解消に向けた取組を「ジェンダーギ

ャップ解消のための私の行動宣言」（以下，「行動宣言」という。）として募集す

る。 

イ 内容 

① 行動宣言の募集 

・ 行動宣言の応募様式及び応募受付体制（例：インターネットの応募フォーム，

電子メール，郵送等）を整え，広く県民に募集を行い，応募の受付を行う。ま

た，募集期間中は，応募のあった行動宣言の一覧を１週間に１回（月曜日から

翌週日曜日分）作成し，翌週の火曜日までに県へ報告する。 

・ 応募様式の必要項目は，県が指定する。 

・ 複数の方法による応募受付体制を整備し，幅広い県民が気軽に応募できるよ

うにすること。 

② 周知・広報 

行動宣言の募集に当たっては，チラシの作成や SNS の活用など，多くの応募を

呼び込むための広報や仕掛けを行うこととする。 

③ ノベルティグッズの発送 

募集期間終了後，令和６年２月 28 日（水）までに，応募のあった県民の方々

から抽選で 100 人を選定し，５(2)イ②で作成したノベルティグッズを発送する。 

ウ 実施時期 

業務委託締結後速やかに着手し，応募様式及び応募受付体制が整い次第，募集を

開始する。また，募集の終期は令和５年 12 月 25 日（月）までとする。 

 

(4) 集大成イベントの開催 

ア 主なターゲット 
広く県民全般を対象とする。 

イ 目的 

最終年度となる本事業の集大成として，これまでの取組の成果の発信や，PT メン

バーによるパネルディスカッションを行うイベントを開催し，今後に向けて，ジェ

ンダー平等に向けた取組のさらなる気運醸成を図る。 

ウ 内容 

① プロジェクト事業の振り返り 

県職員による，これまでの本事業の取組についての説明 

② 「行動宣言」及び「私のコミットメント」の紹介 

PT スーパーバイザー等及び PT メンバーによる，応募のあった「行動宣言」及

び PT メンバーが令和３年度に作成した「私のコミットメント」（別紙５のとお

り）の紹介 

③ パネルディスカッション 

PT スーパーバイザー等及び PT メンバーによる，応募のあった「行動宣言」を

題材としたパネルディスカッションの実施 

④ 展示 

プロジェクト事業の取組に関するパネル展示，かごしまジェンダー平等推進の

シンボルデザインの掲示，応募のあった「行動宣言」の展示等 

⑤ その他 

参加者には，５(2)イ②で示すノベルティグッズを配布することとする。 



エ 開催地域，回数，時間 

鹿児島市で１回，１時間半～２時間程度 

オ 参加方式 

対面（オンラインでのライブ配信及びオンデマンド配信も行うこととする。） 

カ 参加者数 

40 人程度とする。（提案内容による増減は可） 

なお，参加者募集に当たっては，チラシの作成のほか，多くの参加者を呼びこむ

ための広報や仕掛けを行うこととする。 

キ 会場 

県庁 18 階展望ロビーを想定（より適した会場があれば，他の場所でも可） 

ク 参加料 

無料とする。 

ケ 開催時期 

履行期限までに開催することとするが，成果品を，７で示した期限までに提出で

きるよう留意すること。 

 

６ 委託業務内容 

「５ 事業内容」に関する以下の企画運営業務を委託する。 

なお，下線部分については，事業企画書に内容を記載すること。 

(1) イベントの開催 

ア 事業企画書の作成 

イ 司会者や講演等の出演者の選定及び手配 

ウ 事例発表を行う PT メンバーの調整，PT スーパーバイザー等の調整 

エ 会場の確保 

オ 事業実施スケジュールの作成及び進行管理 

カ 参加者の募集（募集ポスター（750 枚程度）・チラシ（9,000 枚程度）の作成，

広報活動等） 

キ 応募者等の受付及びその個人情報の管理 

ク 参加者（応募者）への通知・連絡 

ケ 当日の展示物の作成 

・ パネル等展示物の作成（これまでの取組に関するパネル（12 枚程度），かごし

まジェンダー平等推進のシンボルデザインの掲示物） 

コ 当日資料の作成 

・ プログラム 

・ 運営マニュアル（タイムスケジュール，スタッフ配置表等） 

・ 当日配布資料 

・ アンケート様式 等 

サ 当日運営 

・ 時間管理 

・ 司会者や講演等の出演者，事例発表を行う PT メンバー，PT スーパーバイザー

等，運営スタッフ等の配置 

・ 参加者の誘導及び場内整理 

・ 参加者へのノベルティグッズ配布 

・ 会場の設営・撤去 

シ 事業開催時の参加者へのアンケートの実施，回収及び集計 

ス ダイジェストムービー（活動記録）の作成 

セ 事業報告書の作成 

ソ その他事業実施に必要な業務 



 

(2) 普及啓発 

ア SNS 広告を通じた広報 

① 利用する SNS の選定や広告配信するターゲットの設定，広告期間・頻度の調整 

② SNS 広告の手配 

③ その他事業実施に必要な業務 

イ ノベルティグッズの作成 

① グッズの企画（種類，規格・仕様，デザイン・レイアウト，作成数，完成イメ

ージ等） 

※ グッズは，約 200 円／個×1,500 個程度作成することとするが，作成する種

類や，種類ごとの数量は指定しないため，具体的に提案すること。 

② グッズの制作 

③ その他事業実施に必要な業務 

 

(3) 「ジェンダーギャップ解消のための私の行動宣言」の募集 

ア 応募様式の作成 

イ 応募受付体制の整備（例：インターネットの応募フォーム，電子メール，郵送等） 

※ 県民からの応募をどのようなツールで受け付けるか，具体的に提案すること。 

ウ 募集の周知・広報 

エ 応募の受付及びその個人情報の管理 

オ 応募のあった行動宣言の県への報告 

カ ノベルティグッズを発送する対象者の抽選と発送 

 

(4) 集大成イベントの開催 

ア 事業企画書の作成 

イ 出演する PT メンバーの調整，PT スーパーバイザー等の調整 

ウ 会場の確保 

エ 事業実施スケジュールの作成及び進行管理 

オ 参加者の募集（募集チラシの作成（550 枚程度），広報活動等） 

カ 応募者等の受付及びその個人情報の管理 

キ 参加者（応募者）への通知・連絡 

ク 当日の展示物の作成 

・ パネル等展示物の作成（例：これまでの取組に関するパネル（５枚程度），か

ごしまジェンダー平等推進のシンボルデザインの掲示物，応募のあった「行動宣

言」の展示物） 

ケ 当日資料の作成 

・ プログラム 

・ 運営マニュアル（タイムスケジュール，スタッフ配置表等） 

・ 当日配布資料 

・ アンケート様式 等 

コ 当日運営 

・ 時間管理 

・ PT メンバーや PT スーパーバイザー等，運営スタッフ等の配置 

・ 参加者の誘導及び場内整理 

・ 参加者へのノベルティグッズ配布 

・ 会場の設営・撤去 

・ オンラインでのライブ配信に必要な業務，機材，人員 

サ 事業開催時の参加者へのアンケートの実施，回収及び集計 



シ オンデマンド配信の実施 

ス ダイジェストムービー（活動記録）の作成 

セ 事業報告書の作成 

ソ その他事業実施に必要な業務 

 

７ 成果品 

以下に定める成果品を，指定する期限までに鹿児島県へ提出する。 

 

 

成果物 期限 

(1) イベントの開催 

 ・ 事業報告書（データ及び紙） 令和６年３月 29 日（金） 

 ・ ダイジェストムービー（データ） 令和６年３月 29 日（金） 

(2) 普及啓発 

 ① SNS 広告を通じた広報 

 ・ 事業報告書（データ及び紙） 令和６年３月 29 日（金） 

② ノベルティグッズ 

 ・ 制作したノベルティグッズ一式及びその

デザイン（データ） 

令和６年３月 29 日（金） 
※ ただし，イベント（集大成イベン

トも含む）での配布分及び行動宣言
の応募者への送付分については，当
仕様書５(1)ウ⑤，５(3)イ③及び５
(4)ウ⑤に定めるとおり，配布又は送
付すること。 

(3) 「ジェンダーギャップ解消のための私の行動宣言」の募集 

 ・ 事業報告書（データ及び紙） 令和６年３月 29 日（金） 

 ・ 応募のあった行動宣言一覧 令和６年１月５日（金） 
※ ただし，募集期間中の１週間ごと

の報告は，当仕様書５(3)イ①に定め
るとおりとすること。 

(4) 集大成イベントの開催 

 ・ 事業報告書（データ及び紙） 令和６年３月 29 日（金） 

 ・ ダイジェストムービー（データ） 令和６年３月 29 日（金） 

 

８ 著作権等の取扱い 

(1) 本委託業務に関する制作物の著作権は，鹿児島県に帰属するものとする。 

(2) 本著作権には，著作権法第 27 条及び第 28 条で定める権利を含む。 

(3) 受託事業者は，鹿児島県の同意を得なければ，著作権法第 18 条及び第 20 条に規定

されている権利を行使することができない。 

(4) 成果品の利用（二次利用等）については，県が使用するために必要な範囲で，随時

利用できるものとする。 

 

９ その他 

(1) 本委託業務の実施に当たっては，男女共同参画・ジェンダー平等の視点に十分に配

慮することとする。そのため，受託者は，業務着手前に，PT スーパーバイザーによ

る男女共同参画に関する研修（受講は２～３人，２時間程度を予定）を受けていただ

くこととしている。（日程等は県が調整する。当該研修に係る経費は県が負担する。） 

(2) 本委託業務は，PT メンバーや PT スーパーバイザー等と連携・協力して実施するこ

ととしている。そのため，実施に当たり，PT メンバーや PT スーパーバイザー等も交



えて必要な協議や打合せ等を行うことがある。 

(3) 以下については県と協議の上，決定・実施する。 

ア イベントの開催 

・ 開催（実施）日時，会場，内容 

・ 司会者や講演等の出演者，事例発表を行う PT メンバー 

・ ポスター・チラシ，アンケート用紙，当日のプログラム等の配布する印刷物 

・ 当日の展示物（パネル等） 

イ 普及啓発 

・ 利用する SNS，広告配信するターゲットの設定，広報期間・頻度 

・ ノベルティグッズの種類，規格・仕様，デザイン・レイアウト，作成数 

ウ 「ジェンダーギャップ解消のための私の行動宣言」の募集 

・ 応募様式及び応募受付体制 

・ 募集の周知・広報ツール（チラシ等） 

・ ノベルティグッズを送付する応募者の抽選の実施 

エ 集大成イベントの開催 

・ 開催（実施）日時，会場，内容 

・ イベントに参加する PT メンバー 

・ チラシ，アンケート用紙，当日のプログラム等の配布する印刷物 

・ 当日の展示物（パネル等） 

(4) その他本仕様書に定めのない事項については，県と協議して決定する。 

 



○ かごしまジェンダー平等推進プロジェクトチームメンバー

五十音順，敬称略

氏 名 所 属・職 名

飯塚 隆 株式会社南九州ファミリーマート
代表取締役社長

金子 陽飛 唐湊山の手町内会長，
フルハークウイル株式会社 取締役

亀崎 翔太 医療法人クオラ 経営企画室

下村 輝昭 医療法人社団猪鹿倉会 パールランド病院
事務部 次長

田實 澄恵 鹿児島県立明桜館高等学校PTA理事

中川 詩織 富士通株式会社

長利 京美 株式会社新日本科学 上席執行役員

長山 美香 知名町地域女性団体連絡協議会会長

萩元 邦庸 株式会社スズキアリーナ大隅
代表取締役副社長

松尾 聡志 株式会社フロームワン 代表者

松見 千種 株式会社丸屋本社 マルヤガーデンズ事業部
広報室長

山本 美帆 HUB a nice d! 代表

永 亜矢 社会保険労務士法人A&Sパートナーズ 代表

和田 秀一郎 株式会社プロゴワス 代表取締役社長

たもつゆかり オフィスピュア（スーパーバイザー）

髙﨑 恵 オフィスピュア（アドバイザー）
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